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マイライフ・カワサキ
☆第２火曜日予定

れいんぼう川崎で行います

お問合せはロンド・和田まで

はいきんぐくらぶずんずん

日曜日に開催予定
☆多摩川を歩く会です。障害のある方
もない方も、みんな楽しく歩いていま
す。サポーター募集中！
　代表：桑原由起子　

　副代表　渡辺百合子・三浦ルイ子

　お問合せはロンド・福田まで
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みんなの伝言板
11 月のカレンダー
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知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

私
も
協
力
し
て
い
た
だ
く
の
で
す
か
ら
、

皆
さ
ん
も
協
力
し
合
え
ば
よ
い
と
思
う
ん

で
す
。役
員
は
楽
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

こ
う
い
う
考
え
は
息
子
が
い
た
か
ら
も
て

た
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
お
互
い
様
の

付
き
合
い
が
広
が
っ
て
い
く
自
治
会
作
り

を
少
し
ず
つ
進
め
て
い
ま
す
。

要
介
護
支
援
制
度
は
？

　

23
年
度
は
自
主
防
災
の
編
成
を
変
え

て
わ
か
り
や
す
い
組
織
作
り
に
し
た
い

と
、２
月
に
取
り
組
み
始
め
た
と
こ
ろ
に
、

３
・
11
で
し
た
。
今
ま
で
に
災
害
に
あ
っ

た
方
の
情
報
を
見
る
と
隣
近
所
の
助
け
合

い
が
心
強
か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
要

介
護
支
援
制
度
の
話
を
聞
い
た
当
時
は
期

待
し
た
も
の
で
す
が
、
役
所
は
ま
と
め
る

だ
け
で
地
域
に
戻
さ
れ
、
自
治
会
の
民
生

委
員
が
管
理
し
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
わ
が
自
治
会
で
そ
う
い
う
資
料
は

第３木曜日の予定です
問い合わせ先 サポートセンターロンド

豊かな地域療育を考える連絡会

す
が
…
か
く
い
う
私
は

自
治
会
に
期
待
を
持
て

ず
登
録
し
ま
せ
ん
で
し

た
。

（
本
誌
３
〜
６
頁
は
会
員
の
み
配
布
）

Ｑ　

東
北
で
の
大
震
災
の
報
道
を
見
る
に
つ
け
�
震
災
時
に
障
害
の
あ
る
子
を
ど
の
よ
う
に
避
難

さ
せ
た
ら
い
い
の
か
�
と
て
も
心
配
に
な
�
て
き
ま
し
た
�
川
崎
市
で
は
�
災
害
時
要
援
護
者
避

難
支
援
制
度
と
い
う
の
が
あ
る
と
聞
き
登
録
は
し
て
い
ま
す
�
で
も
�
登
録
し
て
も
�
い
ざ
と
い

う
時
に
助
け
に
き
て
も
ら
え
る
の
か
気
に
な
り
ま
す
�
他
の
方
た
ち
は
�ど
う
さ
れ
て
い
ま
す
か
�

こんなとき
どうするの

　
〈
答
え
〉　

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支

援
制
度
と
は
、「
災
害
に
自
力
で
避
難
す

る
こ
と
困
難
な
方
が
安
全
に
非
難
す
る
た

め
、
地
域
の
支
援
組
織
（
町
内
会
・
自
治

会
、
自
主
防
災
組
織
及
び
民
生
委
員
児
童

委
員
）
の
方
々
が
、
災
害
時
の
避
難
を
支

援
す
る
も
の
で
す
。
た
だ
、
ま
だ
ま
だ
機

能
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
よ
う
で
す
。

　

地
元
の
自
治
会
に
働
き
か
け
を
し
て
い

る
川
田
さ
ん
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

自
治
会
に
息
子
の
こ
と
を
知
�
て
も
ら
う

　

私
が
自
治
会
の
会
長
に
な
っ
て
２
年
に

な
り
ま
す
。
会
長
を
引
き
受
け
る
に
際

し
、
自
閉
症
の
息
子
の
生
活
を
乱
さ
な
い

こ
と
！
こ
れ
が
絶
対
条
件
で
し
た
。
自
治

会
役
員
29
名
・
自
主
防
災
22
名
の
長
に
な

る
の
で
す
か
ら
、
守
っ
て
い
た
だ
け
る
か
？

心
配
で
し
た
。
家
族
の
あ
り
方
は
様
々
で
…

そ
れ
に
あ
わ
せ
た
配
慮
が
さ
れ
な
け
れ
ば

辛
い
も
の
で
す
。
障
害
の
あ
る
人
・
か
ら

だ
の
弱
い
人
・
小
さ
い
子
ど
も
が
い
る
人
・

高
齢
の
人
等
。
そ
こ
に
は
他
人
に
は
わ
か
ら

な
い
問
題
が
あ
る
は
ず
で
す
。
各
役
員
に
無

理
な
こ
と
を
み
な
の
前
で
い
っ
て
も
ら
い
、

あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
該

当
す
る
方
は

い
る
は
ず
で

障害者権利条約と制度改革の最新動向

～内外の関連潮流と私たちに問われるもの～

日時：2011 年 12月 6日（火）9：30～ 16：30
場所：全国社会福祉協議会　灘尾ホール（千代田 
　　　区霞が関3-3-2 新霞が関ビル）
参加費：1,000 円（資料代として）
　　　※点字資料、手話通訳、要約筆記あり

10：00　特別講演
「権利条約推進のための新『アジア太平洋障害者の
十年』と日本への期待 (仮 )」ナンダ・クライリクシュ
（国連アジア太平洋経済社会委員会（ESCAP）社会開発部長）

11：30　特別報告
「権利条約をめぐる国連を中心とした最新動向（仮）」　
　長瀬　修（東京大学大学院　特任准教授）

13：00　課題別報告
（１）「情報・コミュニケーション法の制定に向けて」
（２）「障害者差別禁止法の制定に向けて」
　　竹下　義樹（日本盲人会連合副会長／弁護士）

14：00　特別シンポジウム
「障害者総合福祉法への見通しづくりと私たちに問
われるもの」
≪シンポジスト≫
国会議員　阿部 一彦（仙台市障害者福祉協会会長／被
災障害者を支援するみやぎの会代表）
尾上 浩二（DPI 日本会議 / 障がい者制度改革推進会議総合福祉
部会副部会長）ほか　総合福祉部会委員等　予定
≪指定発言≫　地域フォーラム関係者　ほか

「骨格提言」にそった
障害者総合福祉法の実現を！

《総合福祉部会　骨格提言の学習会》
　　
　8月 30日障害者総合福祉法の骨格に関する総合
福祉部会の提言（骨格提言）がまとめられました。
過半数の障害当事者と様々な意見を持つ障害者団
体が加わった 55人の部会で「骨格提言」がまとめ
られためられたことは、わが国の障害福祉運動の
中でまさに画期的かつ歴史的なことです。
　その中身も、原則無料の利用者負担、難病や無
年金障害者の方も対象とする等谷間のない制度、
知的・精神の方の実情を反映しにくい障害程度区
分を廃止し、障害者本人の意向を尊重したサービ
スの支給決定。作業所・地活センターも統合した
シンプルな事業体系、職員の安定確保に必要な原
則月払いとした事業所報酬等、大幅に遅れている
我が国の障害福祉水準を先進国並みに近づける水
準となっています。
　今、当事者・家族そして障害福祉に携わる者と
して、この先駆的な「骨格提案」を神奈川・横浜の中
で大いに学び、広めるとともに、障害者自立支援
法に替わって来年の通常国会に提案される「障害
者総合福祉法」に忠実に結実させる取組が求めら
れております。皆様の参加をお待ちしております。
■日　時　1月 22日（日）13時～ 16時 30分
■会　場　横浜市健康福祉総合センター 4階大　ホール
■講　師　小野　浩さん　障害者制度改革推進会 
　　　　　議総合福祉部会員（きょうされん常任理事
　　　　　　町田市　赤い屋根施設長）
■参加費　資料代として 500 円　当事者は 250 円
　　　　　（あくまで予定です）
【主催】（仮称）骨格提案を学び総合福祉法に結実
させる神奈川の会（社福）夢 21福祉会内
　ＴＥＬ 045-334-0491　　ＦＡＸ 045-331-4653

日
ご
ろ
か
ら
の
お
付
き
合
い
が

　

と
り
あ
え
ず
、
自
治
会
の
実
態
を
把
握

す
る
た
め
「
住
民
調
査
票
」（
災
害
時
は

緊
急
カ
ー
ド
と
し
て
使
用
）
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
見
守
り
が
必
要
な
方

に
は
役
員
だ
け
で
な
く
、
近
く
の
方
に
協

力
い
た
だ
け
る
よ
う
な
態
勢
を
作
れ
た
ら

よ
い
で
す
ね
！
ま
た
日
中
家
で
過
ご
し
て

る
方
の
お
し
ゃ
べ
り
の
場
所
を
作
り
、
週

１
回
開
催
し
た
り
、
使
い
に
く
い
公
園
を

整
地
し
て
い
た
だ
き
、
体
操
を
行
い
、
み

な
が
集
い
知
り
合
う
場
所
を
広
げ
て
い
き

ま
し
た
。
自
治
会
内
で
、
昨
日
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
人
同
士
が
挨
拶
す
る
の
は
よ
い

も
の
で
す
ね
〜
。
災
害
時
…
い
ざ
！
と
い

う
時
の
た
め
に
準
備
と
思
っ
て
も
、
何
を

ど
の
く
ら
い
？
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

だ
か
ら
自
治
会
の
方
に
…
ま
ず
家
の
中
の

危
険
に
な
る
も
の
を
無
く
し
安
全
確
保
を

第
一
に
考
え
よ
う
と
い
っ
て
い
ま
す
。
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11
月
13
日
（
日
） 
川
崎
市
立
養
護
学
校
で
、

「
震
災
・
つ
な
が
る
・
川
崎
」
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

山
田
町
船
越
で
、
大
津
波
の
中
、
ま
さ
に

命
か
ら
が
ら
高
台
に
逃
げ
た
体
験
を
お
話
し

下
さ
っ
た
下
村
さ
ん
。
漁
師
と
し
て
、
大
津

波
の
中
、
沖
に
船
を
出
し
助
か
っ
た
佐
々
木

さ
ん
の
お
話
し
。
ど
ち
ら
も
、
よ
く
お
話
し

下
さ
っ
た
と
、
手
を
あ
わ
せ
た
く
な
る
内
容

で
し
た
。
釜
石
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ト
ー

ク
の
藤
原
さ
ん
の
お
話
し
は
、
支
援
者
と
し

て
、
と
っ
さ
の
判
断
を
求
め
ら
れ
る
中
、
震

災
後
の
８
ヶ
月
間
ど
う
対
応
さ
れ
て
こ
ら
れ

た
か
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、
大
変
示
唆
に
富

ん
だ
お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
を
体
験
し
た

相
談
支
援
の
立
場
か
ら

社
会
福
祉
法
人　

豊
心
会　

釜
石
市
・
大
槌
町
指
定

相
談
支
援
事
業
所 

ト
ー
ク 　

相
談
支
援
専
門
員

藤
原
伸
哉 

１
�
３
月
11
日　

東
日
本
大
震
災
の
体
験
談

　

３
月
11
日　

14
時
46
分　

 

大
津
波
警
報

発
令
。
宮
城
県
沖
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
．

０
の
巨
大
地
震
が
発
生
。
そ
の
後
、
太
平
洋

側
の
東
北
地
方
を
中
心
に
大
津
波
が
襲
う
。

車
の
中
で
運
転
中
。
ま
ず
携
帯
電
話
の
緊
急

地
震
速
報
！ 

　

そ
の
後
、
車
内
で
ラ
ジ
オ
を
…
。 

続
い
て
、

車
外
か
ら
は
防
災
無
線
が
…
。
自
分
に
何
が

出
来
る
か
？　

自
分
の
居
場
所
、
こ
れ
か
ら

起
こ
る
事
を
想
像
。 

【
決
断
し
た
こ
と
】 

*
近
く
に
あ
る
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ 

行

き
、
子
ど
も
た
ち
４
人
と
指
導
員
２
人
と
車

で
、
高
台
の
小
学
校
へ
避
難
。
小
学
校
の
眼

下
に
津
波
が
押
し
寄
せ
、
道
路
が
寸
断
。 

*

小
学
校
に
こ
の
子
ど
も
た
ち
と
居
る
（
残

る
）
こ
と
を
決
断
。
子
ど
も
た
ち
の
特
徴
を

伝
え
、
避
難
所
に
配
慮
を
求
め
る
。 

*

一
晩
、
小
学
校
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た

が
子
ど
も
た
ち
の
限
界
も
。
翌
朝
、
別
な
避

難
先
を
求
め
て
小
学
校
を
出
る
。 

*

「
ゴ
ー
ル
」
は
親
に
無
事
、
子
ど
も
た
ち

を
引
き
渡
す
こ
と
。 「
条
件
」
〜
子
ど
も
た

ち
が
落
ち
着
け
る
場
所 

、「
選
択
肢
」
〜
子

ど
も
た
ち
の
通
う
支
援
学
校
or
入
所
施
設
↓

支
援
学
校
へ
向
か
う
と
、
校
長
先
生
を
始
め

と
し
て
全
職
員
が
残
っ
て
お
り
、
中
学
部
・

高
等
部
の
生
徒
も
一
部
残
っ
て
い
た 

↓
支

援
学
校
か
ら
受
け
入
れ
可
能
と
の
回
答
を
す

ぐ
に
貰
う
。 

　

最
終
的
に
は
３
月
16
日
に
一
緒
に
避
難
し

た
子
ど
も
を
親
元
に
、
無
事
、
引
き
渡
す
こ

と
が
で
き
た
。 

２
�
震
災
以
後
の
動
き

【
震
災
か
ら
数
日
】 

＊
震
災
後
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
市
村

行
政
に
確
認
す
る
も
災
害
・
避
難
対
応
で
行

政
機
能
は
マ
ヒ 

＊
振
興
局
へ
確
認
す
る
も
停
電
や
道
路
が
寸

断
さ
れ
て
お
り
、
情
報
は
不
確
か
な
も
の
で
、

不
安
を
煽
る
よ
う
な
情
報
ば
か
り 

＊
施
設
を
廻
り
、
情
報
を
収
集
し
可
能
な
と

こ
ろ
の
被
災
状
況
や
安
否
確
認
は
行
う
。 

＊
停
電
・
電
話
が
不
通
の
為
に
情
報
が
遮
断

さ
れ
、
ガ
ソ
リ
ン
不
足
や
道
路
が
寸
断
さ
れ

状
況
把
握
を
足
で
稼
ぐ
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な

い
。 

【
震
災
後
、
５
日
目
頃
か
ら
10
日
目
く
ら
い
】 

＊
徐
々
に
情
報
が
入
り
出
し
、
外
部
（
内
陸

部
）
と
も
情
報
交
換
が
可
能
に
な
っ
て
く

る
。
↓
マ
ッ
チ
ン
グ
作
業
：
主
に
施
設
や
避

難
所
、
在
宅
者
な
ど
廻
る
。（
依
頼
物
資
を

内
陸
部
に
伝
え
、
届
け
な
が
ら
新
た
な
ニ
ー

ズ
を
確
認
） 

＊
い
ろ
い
ろ
な｢

想
い｣

を
持
っ
た
人
・
団

体
と
繋
が
り
を
持
ち
始
め
る
。

＊
個
別
訪
問
を
開
始
し
、
情
報
提
供
や
物
資

の
提
供
を
始
め
る
。 

＊
施
設
や
支
援
学
校
へ
相
談
支
援
独
自
の
情

報
把
握
を
実
施 
↓
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、

避
難
先
、手
帳
の
有
無
、被
害
状
況
↓
通
所
：

８
事
業
所
、
入
所
：
２
事
業
所
、
そ
の
他
：

４
事
業
所
、 

支
援
学
校
：
１
校
（
小
・
中
・

高
等
部
） 

【
３
月
後
半
か
ら
４
月
始
め
に
か
け
て
】 

＊
支
援
物
資
の
ニ
ー
ズ
も
徐
々
に
変
化
（
支

援
物
資
の
充
足
感
）
ま
た
、
震
災
以
降
の
生

活
の
中
で
不
安
感
も
聞
か
れ
始
め
る
。 

＊
在
宅
へ
個
別
訪
問
し
て
も
日
常
生
活
が
戻

り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
く
る 

。

＊
支
援
物
資
の
引
き
渡
し
作
業
を
し
て
い
て

悩
み
も
↓
「
限
ら
れ
た
人
に
し
か
情
報
や
物

が
届
け
ら
れ
て
い
な
い
…｣ 

＊
振
興
局
（
県
）
へ
障
が
い
者
に
関
す
る
情

報
提
供
を
依
頼
す
る
が
、
個
人
情
報
の
た
め

断
ら
れ
る
。（
残
念
…
） 

↓
（
数
日
後
、
県

庁
か
ら
電
話
） 

県
と
し
て
別
な
方
策
を
考
え

て
い
る
と
の
回
答
（
つ
づ
く
） 

３
�
被
災
地
に
お
け
る
�
障
が
い
者
相
談
支 

　
　

援
セ
ン
タ
�
�
の
活
動

＊
４
月
５
日
よ
り
、
岩
手
県
内
で
も
特
に
震

災
被
害
の
大
き
い
市
町
村
（
山
田
町
、
大
槌

町
、
陸
前
高
田
市
）
が
対
象
に
行
政
機
能
の

回
復
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

＊
業
務
の
概
要
と
応
援
部
隊
の
構
成 

１
．
障
が
い
福
祉
に
係
る
行
政
相
談
・
窓
口

業
務
〜
内
陸
市
町
村
職
員
及
び
県
職
員 

２
．
避
難
所
等
の
障
が
い
者
の
把
握
及
び

ニ
ー
ズ
等
へ
の
対
応
〜
内
陸
部
の
相
談
支
援

専
門
員 

３
．
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
〜
ろ
う
あ
者
・
盲
ろ
う
あ
者
相

談
員 

「
震
災
、つ
な
が
る
、川
崎
」が

開
か
れ
ま
し
た（
そ
の
報
告
①
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

【
詳
細
な
業
務
の
内
容
】 

１
．
大
槌
町
か
ら
の｢

相
談
受
付
票
」
で
実

態
を
把
握
（
避
難
先
な
ど
） 

２
．
障
が
い
者
手
帳
の
相
談
（
新
規
・
再
発

行
な
ど
） 

３
．
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証
の
再
発
行
（
基
本

的
に
は
未
発
行
に
ま
ま
） 

４
．
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
調
整（
ケ
ー
ス
に
よ
っ

て
は
措
置
扱
い
） 

５
．
自
立
支
援
医
療
や
日
常
生
活
用
具
・
補

装
具
等
の
手
続
き
・
各
機
関
と
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト 

６
．
そ
の
他
相
談
（
年
金
な
ど
） 

↓
大
槌
町

か
ら
の
依
頼
で
、
町
内
全
域
の
全
手
帳
取
得

者
と
精
神
に
お
い
て
は
自
支
医
療
を
対
象
の

安
否
確
認
を
行
う
為
に
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
を
か

け
る
こ
と
と
な
る
。 

〈
４
月
の
活
動
〉

＊
課
題
で
あ
っ
た
手
帳
取
得
者
情
報
が
入
手

可
能
に 

【
確
認
し
た
こ
と
】 

　

応
援
部
隊
は
被
災
の
少
な
い
地
区
の
民
宿

を
寝
泊
ま
り
の
拠
点
と
し
、
相
談
セ
ン
タ
ー

の
あ
る
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
集
合 

○
活
動
の
目
的
と
流
れ
の
確
認 

朝
‥
活
動
内
容
・
各
業
務
の
振
り
分
け 

夕
‥
各
担
当
か
ら
業
務
報
告
。
課
題
の
整
理
。 

○
訪
問
時
、
怪
し
ま
れ
な
い
よ
う
に
「
岩
手

県
」
の
バ
ッ
チ
を
着
用 

○
地
元
の
相
談
支
援
で
あ
る
者
の
役
割 

〜

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
課
題
の
振
り
分
け
な
ど

な
ど 

＊
構
成
（
４
／
５
〜
４
／
29
で
25
日
間
稼
働
） 

・
県
職
員
（
３
名
体
制
）
〜
25
人
・
市
町
村

職
員
（
８
名
体
制
）
〜
29
人
・
ろ
う
あ
者
相

談
員
（
４
人
体
制
）
〜
21
人
・
相
談
支
援
専

門
員
（
９
人
体
制
）
〜
48
人 

＊
業
務
の
詳
細
（
相
談
内
容
） 

・
大
槌
町
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
調
査
票
で
安

否
確
認 

・
手
帳
の
流
失
、
補
装
具
の
流
失
、
そ
の
他

手
続
き
の
支
援
（
返
還
）
な
ど 

・
自
宅
周
辺
・
避
難
所
の
確
認
（
場
所
・
環
境
・

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
機
能
な
ど
） 

・
服
薬
、
病
院
受
診
状
況
の
確
認
（
病
院
の

普
及
状
況
確
認
） 

・
入
浴
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
日
中
一
時
の

対
応
な
ど
サ
ー
ビ
ス
へ
つ
な
ぐ 

・
そ
の
他
、
避
難
生
活
の
不
自
由
さ
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
の
確
認 

・
物
的
支
援
の
ニ
ー
ズ
確
認
と
支
援
団
体
の

調
整 

＊
活
動
報
告
（
大
槌
町
手
帳
取
得
者
〜
約

１
０
０
０
人
）
調
査
票
〜
５
１
７
人　

手
帳

の
再
発
行
〜
65
人　

そ
の
他
手
続
き
〜
34
人 

＊
そ
の
他
の
課
題
な
ど 

・
新
規
の
相
談
者
の
対
応
（
サ
ー
ビ
ス
に
つ

な
げ
る
） 

・
震
災
直
後
で
、
受
給
者
証
が
発
行
で
き
な

い
↓
県
か
ら
措
置
（
サ
ー
日
利
用
）
対
応
可

能
の
お
墨
付
き 

・
情
報
不
足
（
本
人
も
忘
れ
た
、
支
援
者
は

知
ら
な
い
）
↓
医
療
機
関
や
事
業
所
（
日
常

生
活
用
具
な
ど
）
と
の
連
携 

・
避
難
所
巡
回
の
む
ず
か
し
さ 

↓
避
難
所
名

簿
の
記
載
方
法
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
↓

相
談
員
の
避
難
所
巡
回
が
難
し
い
雰
囲
気　

 

＊
岩
手
県
か
ら
５
月
も
活
動
を
継
続
す
る

か
？
と
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
。
↓
事
業
所

と
し
て
は
、
即
「
活
動
継
続
」
を
要
望
。
対

象
エ
リ
ア
の
拡
大
↓
結
果
、
釜
石
・
大
槌
地

域
と
陸
前
高
田
市
が
継
続
と
な
る
。 

＊
活
動
体
制
に
つ
い
て 

・
県
か
ら
は
、
内
陸
部
か
ら
の
応
援
（
相
談

支
援
の
み
）
を
全
国
か
ら
に
切
り
替
え
た
い

と
の
こ
と
（
厚
労
省
か
ら
の
働
き
か
け
）
↓

当
相
談
支
援
事
業
所
か
ら
は
、 

①
余
震
も
続
い
て
い
る
こ
と　
　

 

②
相
談
支
援
個
々
で
自
己
完
結
型
で
の
支
援

を
求
め
た
い 

　

外
部
か
ら
の
支
援
を
「
拒
否
」
し
た
の
で

は
な
く
、
地
理
感
（
岩
手
県
内
の
相
談
支
援
）

あ
る
人
材
を
「
選
択
」
し
た
。

〈
５
月
の
活
動
〉

＊
構
成
（
５
／
９
〜
５
／
27
で
15
日
間
稼
働
、

応
援
部
隊
は
土
日
を
休
み
） 

・
県
職
員
（
３
名
体
制
）
〜
15
人
・
市
町
村

職
員
（
５
名
体
制
）
〜
15
人
・
相
談
支
援
専

門
員
（
８
人
体
制
）
〜
35
人 

＊
業
務
の
詳
細
（
相
談
内
容
） 

・
大
槌
町
に
加
え
て
、
釜
石
市
（
主
に
浸
水

地
区
の
み
）
の
安
否
確
認
も
開
始
。
大
槌
町

の
調
査
票
を
ベ
ー
ス
に
同
様
の
調
査
票
で
安

否
確
認 

・
手
帳
の
流
失
、
補
装
具
の
流
失
、
そ
の
他

手
続
き
の
支
援
（
返
還
）
な
ど 

・
自
宅
周
辺
・
避
難
所
の
確
認
（
場
所
・
環
境
・

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
機
能
な
ど
） 

・
服
薬
、
病
院
受
診
状
況
の
確
認
（
病
院
の

普
及
状
況
確
認
） 

・
入
浴
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
日
中
一
時
の

対
応
な
ど
サ
ー
ビ
ス
へ
つ
な
ぐ 

・
そ
の
他
、
避
難
生
活
の
不
自
由
さ
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
の
確
認 

・
物
的
支
援
の
ニ
ー
ズ
確
認
と
支
援
団
体
の

調
整 

＊
活
動
報
告
（
大
槌
町
〜
約
１
０
０
０
人
、

釜
石
（
対
象
エ
リ
ア
）
〜
約
１
０
０
０
人
） 

調
査
票
〜
大
槌
町
：
57
人　

釜
石
市
：

２
４
３
人　

手
帳
の
再
発
行
な
ど
〜
90
人

（
総
計
）
そ
の
他
手
続
き
〜
29
人 

＊
そ
の
他
の
課
題
な
ど 

・
手
続
き
関
係
で
釜
石
市
は
窓
口
業
務
が
機

能
を
再
開
し
て
い
た
。 

・
避
難
先
の
他
市
町
村
や
振
興
局
で
手
続
き

を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
増
加
？ 

↓
地
元
離
れ

て
、
内
陸
部
の
親
戚
や
支
援
に
頼
る
ケ
ー
ス

を
実
感 

・
大
槌
町
は
窓
口
業
務
が
停
止
の
ま
ま
。 

・
避
難
所
巡
回
の
む
ず
か
し
さ
（
パ
ー
ト
２
） 

↓
避
難
所
の
活
動
が
成
熟
し
始
め
、
逆
に
避

難
所
に
居
難
く
な
る 

↓
い
ろ
い
ろ
な
団
体

が
個
別
で
避
難
所
を
訪
問
（
相
談
員
も
そ
の

一
人
） 

次
号
へ
続
く
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最
近
、
寒
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
ろ
そ

ろ
今
年
も
終
わ
り
な
ん
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
振
り

返
れ
ば
、
今
年
は
な
ん
と
言
っ
て
も
「
３
・
11
東
日

本
大
震
災
」
は
衝
撃
的
で
し
た
。
自
分
が
生
き
て
い

る
う
ち
に
「
千
年
に
一
度
の
大
地
震
」
が
起
き
る
と

は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
セ
ン
モ
ン
カ
も「
東

海･

東
南
海
地
震
」
の
方
が
早
く
起
き
る
と
警
戒
し

て
い
た
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
自
分
が
生
き
て
い
る

う
ち
に
起
き
て
ほ
し
く
な
い
と
い
う
の
が
正
直
な
気

持
ち
で
す
。
先
日
、市
立
養
護
学
校
で
行
わ
れ
た
「
震

災
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
の
当
事
者
の
体
験
談
は
新
聞
や

テ
レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
得
ら
れ
な
い
大
切
な

話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
中
で
も
、
支
援
物

資
に
つ
い
て
「
着
の
身
着
の
ま
ま
で
避
難
し
て
下
着

が
無
く
、
一
週
間
も
付
け
て
い
た
頃
に
支
援
物
資
が

届
き
ま
し
た
。
贅
沢
を
言
う
つ
も
り
は
無
い
の
で
す

が
、
使
い
古
し
の
下
着
は
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
。
で

も
、
ロ
ン
ド
さ
ん
た
ち
か
ら
届
い
た
下
着
は
新
品
で

か
わ
い
い
柄
の
物
が
あ
り
、
気
遣
い
の
心
が
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
」
と
素
直
な
気
持
ち
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

つ
な
が
り
は“

物”

だ
け
で
な
く
〝
心
〞
が
ど
う
つ

な
が
る
か
に
よ
っ
て
大
き
く
違
う
こ
と
を
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
40
年
漁
師
を
続
け
て
き
た
が

一
瞬
で
す
べ
て
を
失
っ
た
。
皆
さ
ん
の
支
援
に
は

大
変
感
謝
し
て
い
る
が
、〝
が
ん
ば
れ
〞
と
い
わ
れ

て
も
何
を
ど
う
、
が
ん
ば
っ
た
ら
い
い
の
か
？
そ
の

術
さ
え
無
い
ん
で
す
。」
先
に
な
か
な
か
希
望
が
見

え
な
い
現
地
の
方
々
の
苦
悩
は
、
安
易
な
善
意
だ
け

で
は
解
決
で
き
な
い
と
い
う
厳
し
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
寒
さ
が
い
っ
そ
う
厳
し
く
な
る
被
災

地
の
方
々
の
身
の
上
を
案
じ
ら
れ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
崎
健
一
）

■
編
集
後
記
■
■
■

　

今
日
は
。
11
月
に
な
っ
て
し
ま
い
、
今

年
も
後
２
ヶ
月
！　

暖
か
い
の
で
、
そ
ん

な
感
じ
が
全
く
し
な
い
ん
で
す
。
こ
の
気

温
変
化
、
本
当
に
何
と
か
し
て
欲
し
い
で

す
・
・
・
・
・
。

　

10
月
末
、
町
田
に
二
泊
三
日
の
宿
泊
体

験
を
し
て
来
ま
し
た
。
今
回
は
、
全
く
の

一
人
。
サ
ポ
ー
ト
を
入
れ
な
が
ら
、
食
事

か
ら
掃
除
ま
で
自
分
主
導
で
や
ら
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
サ
ポ
ー
ト
に

入
っ
て
く
れ
る
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
達
は
す
べ

て
初
対
面
の
方
々
で
す
。
行
く
前
か
ら
緊

張
し
っ
ぱ
な
し
。
食
事
は
何
を
作
る
か
？

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
は
ど
ん
な
人
だ
ろ
う
？
本

当
に
色
々
と
考
え
、
不
安
と
楽
し
み
で
い

っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
本
当
に
情
け

な
い
で
す
・
・
・
・
・
・
・
。

　

当
日
、
い
つ
も
の
よ
う
に
電
車
で
町
田

へ
向
か
い
ま
し
た
。
と
り
あ
え
ず
楽
し
ん

で
来
よ
う
、
そ
ん
な
思
い
で
電
車
に
乗
っ

て
い
ま
し
た
。
い
つ
も
町
田
に
は
よ
く
行

く
の
に
、
何
故
こ
ん
な
に
複
雑
な
気
持
ち

な
ん
だ
ろ
う
？　

町
田
の
事
務
所
に
到
着

し
、
リ
ー
ダ
ー
さ
ん
に
案
内
さ
れ
今
日
か

ら
３
日
間
過
ご
す
、
と
り
部
屋
へ
移
動
。

部
屋
の
間
取
り
は
、１
Ｄ
Ｋ
の
バ
ス
、ト
イ

レ
別
。
こ
の
よ
う
な
部
屋
を
あ
ま
り
見
た

事
が
な
い
私
は
、
ふ
ー
ん
こ
ん
な
感
じ
な

療ね
事務局便り

事
務
局
会
議

11
月
16
日
（
水
）
開
催　

参
加
者　

職
員

２
人　

理
事
１
名　

親
７
人

◆
来
年
度
、
事
務
局
長
が
交
替
す
る
と
い

う
報
告
あ
り

◆
川
崎
市
の
相
談
事
業
見
直
し
に
つ
い
て

相
談
支
援
事
業
が
こ
ん
な
だ
っ
た
ら
い
い

よ
ね
。
を
ま
だ
ま
だ
話
足
ら
ず
、
引
き
続

き
話
し
合
い
ま
し
た
。

☀
セ
イ
フ
テ
イ
ネ
ッ
ト
と
し
て
機
能
で
き

る
組
織
で
あ
る
べ
き

☀
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
消
防
署
（
緊
急
時

に
は
即
出
動
、
普
段
は
日
々
鍛
錬
と
火
災

予
防
に
動
い
て
い
る
）

の
よ
う
な
存
在
か
な
！
？　
　
　
　
　
　

☀
会
議
に
出
て
い
る
皆
さ
ん　
﹇
う
ん
う

ん
、
解
り
や
す
い
イ
メ
ー
ジ
﹈
と
う
な
ず

い
て
い
ま
し
た
♡
！

☆
Ｇ
Ｄ
Ｐ
か
ら
の
提
案　

山
崎
さ
ん
か
ら

報
告
が
あ
り
ま
し
た

　

11
月
７
日
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
メ
ン
バ
ー
（
有

志
）
が
集
ま
り
協
議
を
し
た
そ
う
で
す
。

川
崎
市
の
説
明
会
を
聞
い
て
、
当
事
者
側

か
ら
対
案
、
も
し
く
は
提
言
を
行
う
ほ
う

が
よ
い
の
で
は
な
い
か

　

現
在
行
っ
て
い
る
相
談
支
援
事
業
者

に
呼
び
か
け
、
現
状
の
課
題
や
、
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
場
を
設

け
、
意
見
を
ま
と
め
る
。
当
事
者
が
集
ま

る
場
を
設
け
、
そ
の
意
見
を
反
映
し
て
対

案
、
も
し
く
は
提
言
を
ま
と
め
る
。

◆
ぼ
く
ら
の
夏
休
み
の
報
告

　

11
月
10
日
（
木
）
に
ロ
ン
ド
の
職
員

も
交
え
て
の
話
し
合
い
が
も
た
れ
た
ま
し

た
。
ぼ
く
夏
を
一
緒
に
考
え
て
き
た
会
員

の
参
加
者
が
少
な
め
だ
っ
た
た
め
、
来
月

の
話
し
合
い
で
詰
め
、
決
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

ぼ
く
夏
会
員
の
皆
さ
ん
参
加
し
て
く
だ

さ
い
ね
。

◆
そ
の
他

☆
か
わ
さ
き
障
が
い
者
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
で
は
11
月
よ
り
相
談
会
を
開
催

第
２
・
第
４
木
曜
日
11
：
00
〜
14
：
00　

小
山
司
法
書
士
事
務
所
に
て
（
産
業
文
化

会
館
近
く
）

の
ね
と
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。
こ
こ
で
川

崎
の
ヘ
ル
パ
ー
か
ら
町
田
の
ヘ
ル
パ
ー
に

交
代
。
い
よ
い
よ
体
験
ス
タ
ー
ト
で
す
！

　

初
対
面
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
、
緊
張
は
し

て
い
る
も
の
の
、
ち
ゃ
ん
と
説
明
を
し
て

ベ
ッ
ト
メ
イ
ク
を
し
た
り
、
お
茶
を
沸
か

し
た
り
等
な
ど
・
・
・
・
・
・
ト
イ
レ
も

無
事
終
了
！
！
ち
ょ
っ
と
ホ
ッ
と
し
ま
し

た
。
あ
れ
も
こ
れ
も
と
思
っ
て
い
た
ら
、

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
行
き
ま

す
。
え
っ
、
も
う
こ
ん
な
時
間
！
！
！
本

当
に
早
か
っ
た
で
す
。
午
後
か
ら
は
、
Ｉ

Ｐ
Ｌ
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

夕
方
、
事
務
所
に
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
迎

え
に
来
て
、
夕
飯
の
買
い
物
へ
出
発
。
今

日
の
夕
飯
何
に
し
よ
う
か
な
ぁ
？
と
思
い

つ
つ
、
ス
ー
パ
ー
で
ウ
ロ
ウ
ロ
。
無
事
、

買
い
物
終
了
！　

ひ
と
り
部
屋
へ
帰
り
、

夕
食
作
り
。
ご
飯
を
炊
き
、
お
か
ず
を
作

り
、
す
べ
て
初
め
て
で
し
た
が
、
何
と
か

で
き
ま
し
た
。
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で

す
。
満
足
満
足
！
お
風
呂
に
も
入
っ
て
、

い
い
気
持
ち
！
の
反
面
、
伝
え
る
事
だ
け

で
精
一
杯
。
本
当
に
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
泊
ま
り
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
来

る
ま
で
、
一
時
間
一
人
。
全
く
平
気
で
し

た
。
寝
る
準
備
を
し
て
、お
休
み
な
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
明
日
香

☀
ひ
と
り
ご
と
☀

　

後
見
人
は
ど
ん
な
時
に
必
要
に
な
る
の

被災地に年越しそばを

　被災地の年の瀬に、「年越し蕎麦を贈りたいプロジェクト」にご協力

下さい。仮設住宅６カ所３００家族の方々に、１０００食のおそばを届

けます。

　1口 300 円で、何口でも結構です。ご賛同

いただける方は、サポートセンターロンドに

ご連絡ください。

　東北大震災で被災した山田町の方が、ロン

ドを訪問し「支援して下さったロンドのみな

さまに、直接お会いしてお礼を言いたかった

です。」とおっしゃっていました。来年の春には、下村朱美さん・お父様・

漁師の佐々木さんをお招きして、ロンドでの交流会を考えています。　

春をゆっくり待ちましょう。

２号館開所の集いと同時開催

　「津波に襲われた町　大槌町　山田町」川上靖雅写真展　及び「震災・

つながる・川崎」での下村朱美さん・漁師の佐々木さんの講演ビデオ上

映します。開所の集いは、２号館１階で行います。

か
な
？
と
考
え
て
み
ま
し
た
。
娘
の
人
権

が
守
れ
な
く
な
る
と
き
と
は
ど
ん
な
時
な

ん
だ
ろ
う
？
と
。

（
佐
藤　

良
子
）



1995 年８月 10日第三種郵便物認可（毎週１回水曜日発行　2011 年 11 月 30日発行　ＳＳＫＳ通巻第 5370 号）1995 年８月 10日第三種郵便物認可（毎週１回水曜日発行　2011 年 11 月 30日発行　ＳＳＫＳ通巻第 5370 号）

４５

【
特
別
ゲ
ス
ト
】

山
田
町
船
越
か
ら
い
ら
し
た
特
別
ゲ

ス
ト
の
下
村
朱
美
さ
ん
と
漁
師
の

佐
々
木
さ
ん
の
お
話
し

感
想
１　

　

下
村
さ
ん
の
姿
を
見
た
時
に
、
涙
が
出

て
い
ま
し
た
。
川
上
さ
ん
の
写
真
も
見
て

か
ら
で
し
た
の
で
涙
が
出
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
震
災
で
町
の
様
子
が
変
わ
り
は
て

て
い
て
、
家
が
な
く
あ
る
の
は
、
ガ
レ
キ

の
山
、
こ
の
場
所
で
暮
ら
し
て
い
た
下
村

さ
ん
を
思
う
と
、
何
と
言
っ
た
ら
い
い
の

か
・
・
・
生
き
て
い
る
下
村
さ
ん
に
、
話

し
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
。

声
を
詰
ま
ら
せ
な
が
ら
、
震
災
の
話
を
し

て
下
さ
る
姿
に
、
胸
が
苦
し
く
な
り
、
私

も
な
み
だ
を
流
し
な
が
ら
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

下
村
さ
ん
の
伝
え
て
く
れ
た
震
災
の
現

実
、
被
災
者
の
苦
し
み
、
被
災
の
大
き
さ
、

話
し
を
聞
き
被
災
の
凄
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。

感
想
２

　

そ
の
時
の
話
を
す
る
こ
と
の
勇
気
と
辛

さ
を
思
う
と
、
現
地
に
い
る
方
々
の
思
い

を
伝
え
る
の
に
、
十
分
な
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
復
興
（
ど
こ

ま
で
が
復
興
と
い
え
る
の
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
）
の
長
い
時
間
を
想
像
す
る
と
、
同

じ
日
本
に
い
る
自
分
に
何
が
で
き
る
の

か
。
考
え
行
動
す
る
必
要
が
あ
る
と
強
く

思
い
ま
し
た
。

感
想
３

　

今
ま
で
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
を
通
し
て
、
自

分
が
感
じ
て
い
た
こ
と
の
小
さ
さ
に
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
。
目
の
前
で
、
実
体
験
を

聞
き
、〝
改
め
て
〞
で
は
な
く
、〝
初
め
て
〞

今
回
の
震
災
に
つ
い
て
考
え
始
め
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
恥
ず
か
し
く
何
と
も
情

け
な
い
こ
と
で
す
。
お
話
し
く
だ
さ
っ
た

こ
と
に
、
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

感
想
４

　

当
事
者
の
方
の
深
い
心
根
が
、
今
ま
で

で
一
番
私
の
心
に
伝
わ
り
ま
し
た
。
心
新

た
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

【
特
別
ゲ
ス
ト
】

釜
石
の
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
�

ト
�
ク
の
藤
原
さ
ん
の
お
話
し

感
想
１

　

避
難
所
生
活
で
は
、
訪
問
す
る
が
、「
こ

こ
に
は
（
障
害
者
）
は
い
ま
せ
ん
」
と
断

ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
、
個
人
情
報
・

認
識
の
差
の
問
題
な
の
か
？
困
っ
て
い
る

の
は
障
害
者
ば
か
り
で
は
な
い
と
い
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
、
せ
つ
な
い
こ
と
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
在
宅
生
活
者
で
は
、（
食
物
）

ア
レ
ル
ギ
ー
の
こ
と
が
盲
点
だ
っ
た
こ

と
。今
後
の
支
援
に
つ
い
て
、「
イ
ベ
ン
ト
」

で
は
な
く
「
継
続
支
援
」。
何
よ　

り
も

継
続
大
切
な
こ
と
。
何
が
、
今
困
っ
て
い

る
の
か
、
今
、
何
が
必
要
な
の
か
、
必
要

な
も
の
を
支
援
し
て
い
く
大
切
さ
と
、
震

災
を
忘
れ
な
い
こ
と
。
忘
れ
で
は
い
け
な

い
と
、
強
く
感
じ
ま
し
た
。

感
想
２

　

行
動
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
、
感

謝
し
ま
す
。
当
事
者
に
と
っ
て
は
、
だ
れ

か
に
気
に
か
け
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
で

耐
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
対
象
者

が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
声
を
上
げ
ら

れ
な
い
方
々
に
も
、
何
か
の
形
で
つ
な
が

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

感
想
３

　

緊
急
時
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
改
め
て
考
え
改
善
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
を
日
本
全
体
で
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

感
想
４

　

あ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、
こ
れ
ほ

ど
ま
で
に
当
事
者
の
こ
と
を
考
え
て
動
い

て
下
さ
る
方
が
い
る
と
わ
か
り
、
本
当
に

心
強
く
思
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

　

報
道
で
は
伝
え
ら
れ
な
い
現
実
の
昨

日
の
お
話
し
は
ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ
ず
、

も
っ
と
も
っ
と
伝
え
た
い
こ
と
は
た
く
さ

ん
お
あ
り
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は

い
つ
で
も
聞
く
耳
を
持
ち
ま
す
の
で
、
ま

た
語
り
に
来
て
下
さ
い
。

感
想
５

　

岩
手
県
山
田
町
か
ら
避
難
し
て
こ
ら
れ

た
下
村
さ
ん
と
漁
師
の
方
の
お
話
は
本
当

東京新聞（11 月 12 日）川崎版から

「被災地の実態を長沢中学校の授業で講演」

　東日本大震災から８カ月となった 11日、川崎市麻生区の市立長沢中学校で、被災者

らの生の声を聞き、生徒一人一人が震災について考える社会科の授業が開かれた。体育

館に被災地の姿を伝える写真パネル 14 枚も展示。授業を受けた２年生約 180 人は真

剣な面持ちで話に聞き入り、メモを取っていた。

　講演したのは、岩手県山田町で自宅を津波に流され、現在も仮設住宅に住む下村朱美

さん（30）、同県釜石市で障害者のサポートをする相談指導専門員の藤原伸哉さん（38）、

被災地支援をしながら写真を撮り続けるカメラマンでＮＰＯ法人療育ねっとわーく川崎

（多摩区）の川上靖雅さん＝盛岡市出身＝の３人。

　下村さんは震災当日の様子を写真を見せながら説明。「波は、私を追い掛ける間に、

土や木や家や人をのみ込み、がれきの波になって迫ってきた」「誰が生きるか、誰が死

ぬか分からない世界だった」。時折声を詰まらせながらそう話し「災害を甘く見ている

と私のように大事なものをいっぱい失います。自分は大丈夫だと思わないで」と訴えた。

　同校の森田もものさん（13）は「実際に体験を目の前で聞くのは初めて。ニュース

で見ていたのは一部分だったのだなと思った」。授業を企画した社会科の網谷英大（ひ

でひろ）教諭（24）は「現状を生で伝えることで、リアリティーを持って震災を考え

てほしかった」と話していた。

参
加
�
�
�
�
�
�
�
�
感
想
�
�
�

に
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　

時
折
声
を
詰
ま
ら
せ
て
懸
命
に
話
を

し
て
く
だ
さ
る
。
当
た
り
前
だ
が
心
の
傷

は
全
く
癒
え
て
い
な
い
よ
う
で
、
負
担

に
な
っ
て
い
や
し
な
い
の
か
少
し
心
配
に

な
っ
た
。

　

お
二
人
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
３
月

11
日
の
こ
と
が
よ
み
が
え
っ
て
き
た
。
お

二
人
の
経
験
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
が

　

遠
い
見
知
ら
ぬ
土
地
で
電
車
が
止
ま
っ

て
し
ま
い
携
帯
も
通
じ
な
い
不
安
な
気
持

ち
を
思
い
出
し
た
。
あ
の
日
の
夜
は
と
て

も
冷
え
込
ん
で
、
避
難
所
で
毛
布
に
く
る

ま
っ
て
眠
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

本
当
に
災
害
は
他
人
事
で
は
な
い
。
あ

の
お
二
人
の
経
験
は
も
し
か
し
た
ら
私
た

ち
の
経
験
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

の
だ
。

　
「
災
害
は
だ
れ
の
身
に
も
起
こ
る
こ
と
」

や
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
こ
と
、
助

け
て
あ
げ
た
く
で
も
で
き
な
い
の
だ
か

ら
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

関
東
で
は
す
っ
か
り
平
常
を
取
り
戻
し

て
、
震
災
の
シ
ョ
ッ
ク
を
皆
が
忘
れ
か
け

て
い
る
が
、ま
だ
ま
だ
支
援
は
必
要
だ
し
、

準
備
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
と
深
く
感
じ

た
。
多
く
の
犠
牲
を
無
駄
に
し
て
は
な
ら

な
い
。

左
か
ら
山
田
町
の
下
村
さ
ん
・
漁
師
の
佐
々
木
さ

ん
・
釜
石
の
藤
原
さ
ん
・
川
崎
市
職
員
川
上
さ
ん

山
田
町
船
越
で
被
災
し
た
下
村
朱
美
さ
ん

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に


